
図書館の動向調査の⽴ち上げと、ひろがり。
−「COVID-19 : 多くの図書館が閉館しています」
吉本龍司（カーリル）

saveMLAK報告会2020

2020/6/28

CC-0



今日のテーマ

• カーリルで行った「COVID-19 : 多くの図書館が閉館しています」

• きっかけ

• データ整備

• CC-0による公開

• saveMLAKへの移行

• 常川さんの発表に続く



きっかけ



時系列での整理
• 2020/4/7 緊急事態宣言の発令

• 2020/4/8 ユーザーへのアナウンスの必要性を議論（社内）

15時～基礎データ整備 18時～ 調査開始 ／ 新聞電話取材

網羅的な調査データの必要性 すぐに使えるデータがあった

• 2020/4/9 ～18時 調査完了 / ブログ＆ヘッダーデザイン準備

• 2020/4/9 22時 Facebookでデータを公開

• 2020/4/10「COVID-19 : 多くの図書館が閉館しています」

プレスリリース＆ブログ掲載 （リリース日は4/9）



休館率をつかむ

• たくさんの図書館が休館しているらしい

• 全体としてどうなっているかは、よくわからない

• カーリル調査の段階では、ウェブアーカイブという観点はなかった

• 高い精度よりは、迅速性を優先する



基礎データの整備

• カーリルの図書館データベース

https://manager-api.calil.jp/libs （内部API・全件まとめてJSONでとれる、カーリルが対応した図書館のみ）

• 市町村コード（総務省）

https://github.com/CALIL/jp_citycode
（普段からカーリルでよく使うので、xlsデータをJSONに変換してメンテナンスしている―オープンソース）

• これらを統合して、市町村コードのデータにカーリルが対応した図書館がある市町村をマー

ク。これらを調査対象とした。

• 調査対象でない市町村もデータとしてはそのまま残した

• 分館などを個別に調べることは困難と判断して、市町村単位とした

https://manager-api.calil.jp/libs
https://github.com/CALIL/jp_citycode


調査方法の確定

• ２～３県を試しに実施

• よくある対応を凡例として集約することにした

閲覧席利用を制限

インターネット端末の制限

新聞・雑誌の閲覧制限

• 閉館の定義－便宜上、開架への進入を許可するかどうかを基準

とくに意味はないが決める必要があった





２４時間で実施するのは大変

（眠かった）



Facebookでの相談

• https://www.facebook.com/ryuuji.y/
posts/10158610705119009

• https://www.facebook.com/groups/
109994265800907/permalink/19152
19778611671/

• CC-0でのデータ公開

https://www.facebook.com/ryuuji.y/posts/10158610705119009
https://www.facebook.com/groups/109994265800907/permalink/1915219778611671/


saveMLAKへの移行

• 2020/4/10 19時～zoomブレスト 参加者11名

• 差分も残しながら記録をし続けたい

• ゆくゆくこのデータを使うという視点だとどういうデータがあるといいか？

• 結局全部をチェックする必要がでてくるので、日時をきめて、割り振って一気に作業して、凍結したデータを公開するといいかもしれ

ない

• saveMLAKとのコラボは全然問題ないし、コラボしたほうが中の人も乗りやすい

• 2020/4/12  データ編集会議（zoom） 参加者17名

• WayBackMachineの活用によるウェブアーカイブ

• Slackの活用

• 作業マニュアル（凡例）の制作など役割分担を決める

• 2020/4/15～ 第2回調査の開始

https://drive.google.com/file/d/1G_sIehMxbAUZVvqXI_Cnw0wJdMZctLTa/view?usp=sharing

（議事録をアーカイブしておきました）

https://drive.google.com/file/d/1G_sIehMxbAUZVvqXI_Cnw0wJdMZctLTa/view?usp=sharing


saveMLAKというプラットフォームが機能した



“決めないことを決める”



常川さんの発表へ…
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